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5.水利用の現状 
5-1 水利用の変還 

河川の利用については、開拓農民による農業用水の利用に始まり、農業用水としては、

約 2,400ha に及ぶ耕地のかんがいに利用され、水力発電としては、昭和 33 年に建設され

た岩知志発電所による最大出力 13,500kw 及び平成8年に建設された二風谷ダムの二風谷

発電所による最大出力 3,000kw、昭和 34 年建設された右左府発電所による最大出力

25,000kw などの電力供給が行われ、上水道用水としては、日高町、平取町、門別町に対

して供給が行われている。 

沙流川水系における利水状況は、かんがい用水が最大約13.3m3/s、水道用水が0.07m3/s、

発電には岩知志発電所外 4ヵ所で最大 54.6m3/s、二風谷発電所で最大 35.0m3/s の計 89.6 

m3/s、等が利用されている。 

 

表 5-1 沙流川水系水利用現況（法定河川内の許可水利） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 水利用割合図 

 

名　　　称 最大取水量(m3/s) 件　　　数

発電 89.60 5

かんがい 13.32 105

工業 0.12 5

上水道 0.07 4

雑用水 0.15 4

計 103.26 123

（平成16年3月現在）

雑用水
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図 5-2 沙流川水利模式図  

 

5-2 渇水被害及び渇水調整 

沙流川水系において、過去に大きな渇水被害の報告はない。また、過去に渇水調整は

行っていない。 

清和工業k.k.

門別町平松雑用水

平取町簡易水道

太　平　洋

岩知志ダム

二風谷ダム

仁世宇川

池売川

シケレベ川
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貫気別
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平取ダムサイト
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放水庭取水口

二風谷揚水機

長知内頭首工
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幌毛志橋
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富 川
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平取町農業協同組合

岩知志第1頭首工

岩知志発電所

北電下取水口

松原揚水機

アブシ頭首工

( 0.0510 m3/s )

( 0.0047 m 3/s )

( 0.3461 m3/s )

( 0.0110 m 3/s )

( 0.0340 m3/s )

( 5.4660 m 3/s )
( 0.3114 m3/s )

二風谷発電所
( 35.0000 m 3/s )

( 0.0189 m3/s )

( 0.0377 m 3/s )

( 27.5000 m 3/s )

( 0.3139 m3/s )

( 0.00834 m3/s )

( 0.0162 m 3/s )

( 0.0357 m 3/s )

( 0.0153 m 3/s )

( 0.0551 m3/s )

( 0.1175 m 3/s )

( 0.0380 m3/s )

池売頭首工
( 0.8791 m3/s )

( 0.0995 m 3/s )

( 0.0286 m 3/s )

( 0.2023 m3/s )

( 0.0912 m 3/s )

( 0.4731 m 3/s )

( 0.0703 m 3/s )

(0.0188m 3/s)

(0.0116m 3/s)

(0.1383m 3/s)

( 0.9777 m 3/s )

( 0.0469 m 3/s )

( 0.0029 m 3/s )

( 0.0205 m 3/s )

( 0.2339 m 3/s )

<各水利権に添記した数値>

かんがい用水:(最大取水量)　
水道用水ほか:(取水量)　　　
発電用水　　:(最大使用水量)

養魚池用水
( 0.0629 m3/s )




